
◎ センター方式の詳細は、ホームページ（いつどこネット）http://www.itsu-doko.net/

◎ テキストは、「認知症の人のためのケアマネジメントセンター方式の使い方・活かし方」中央法規

◎ センター方式を利用してみたい方、ご相談・お問い合せはこちらへ

認知症介護研究・研修東京センター ケアマネジメント推進室

電話 ： 03-3334-1150 ※ 毎週火曜日１３時～１８時３０分

ファックス：03-3334-2156,／Ｅメール ： kazoku@itsu-doko.net

それぞれの立場でセンター方式を活かそう！

☆行政 地域ぐるみで導入し、ケア関係者の協働や力量形成に活かそう。
☆困難例の相談に活かそう。

気軽に使おう！伝え合うこと、ケアに活かすことが肝心！

＊ 抱いている思い、ささいな暮らしの情報が、「いいケア」の重要な鍵となります。

＊ 認知症がどんな段階でも、まずは本人と家族がしっかり声を伝えよう！

＊ プロは、しっかり本人と家族に向き合おう、声を聴こう、声なき声をキャッチ！

＊ 共通シートは、全シートを一度に全部記入する必要はありません。

今かけるところ、わかっていることだけの（気軽な記入）が活用のポイントです。

シートは選択式ですので、書けるシート、役立ちそうなシートを1枚からでも

記入しましょう。

＊ シートの記入が目的ではありません。本人、家族、プロが互いに伝え合い、

ケアに活かせる点を見つけて、即、実行していきましょう。

本人
物忘れが気になる、これからが不安…。まだまだ話したり、書いたり出きるうちに、

あなた自身がシートの記入をはじめてみませんか？

自分なりに守りたい暮らし、これまでの暮らし方やわが人生、家族や大切な人へ

伝えておきたいこと、わかってほしいことなど。

記入が無理でも、周りに話して下さい。ケアのプロに教えて下さい。

家族
家族の思い、困っていること、暮らしと介護の実情、周囲に知ってほしいこと、家族

なりの努力や工夫、家族だからこそ知っている本人の今とこれまでなど、わかってい

ることをシートに記入しよう。記入が無理でも、ケアマネやケアスタッフに伝えよう。

介護保険の認定調査やケアマネらとの話し合い、受診や入院、入所などの際にシート

を渡そう。

ケアマネ
今わかっていることから記入しよう。

本人や家族、ケア事業者から情報を聞こう。現場の職員にシートを渡して現場情報を

寄せてもらおう。担当者会議やケアプランの作成や見直しに活かしていこう。

ケア事業者
現場ならではの情報をケアマネに伝えよう。

シートを日誌代わりに使って、事業所ごとの介護計画をより具体的にしていこう。

家族とのコミュニケーションやケアの手がかりにしていこう。

家族によるセンター方式活用リーフレット家族によるセンター方式活用リーフレット

ご本人とご家族が安心してご本人とご家族が安心して
よりよくよりよく暮らしていくために暮らしていくために

互いの努力が実を結ばない現状
本人も周囲の人も戸惑いや混乱する場面が増えていく認知症。

何年にも渡る認知症の長丁場の経過を本人や家族はどう暮らしていくか…。

ケア関係者や行政はどう支えていくのか。各自の思いやもっている力をうまく活か

しあえないために、本人や家族、そしてケア関係者も、それぞれの努力がなかなか

実を結ばず、不安や負担を抱えたままの日々になりがちです。

認知症の人を支える共通のケアマネジメントの方法を
本来介護保険では、サービスの当事者である本人と家族の意向や選択が重視され

ています。意向にもとづいて一人ひとりにあった介護計画が作られ、サービス関係

者による一貫した支援を受け、状況の変化に応じた見直しがされていくことになっ

ています（この全体的な流れがケアマネジメントです）。

これまで、認知症の方へどのような方法でケアマネジメントしていけばいいか共通

の方法がなかったために、当事者の意向や実情がケアマネジャーらケアのプロに伝

わりにくく、サービスを利用してもばらばらで、本人や家族の安心と満足につなが

りにくかった点が大きな課題でした。

「いつでも、どこでも、当事者本位に」：センター方式のねらい

「認知症になり始めの頃から最期を迎えるときまで、在宅にいても、

施設・病院に移り住んでも、本人と家族の思いや暮らしを大切に関係者が継続的に

支えていくための共通の方法を」。こんな願いを実現するために作られたのが

「センター方式（正式名称=認知症の人のためのケアマネジメントセンター方式）です。

ケアマネジャーを要にして、本人と家族、ケア関係者が共通シートを使って互い

の思いや実情、アイディアを出しあい、「本人と家族のよりよい暮らし」をめざし

て「やれること」を一緒に探りながらケアサービスをよりよくしていく方法です。

☆実際にセンター方式を活用し始めると、様々な成果がうまれてきます。
⇒ 次面を、ぜひご覧下さい

Ⓒ2006認知症介護研究・研修東京センター(0413)



１．センター方式を活用したことで、一つ一つ細かなことでも
真剣に取り組んでもらった。食器をそろえてもらったり、ベッド
柵のカバーを作ってもらったり、いつも声をかけてもらったりと、
これからもセンター方式を継続してほしい。（85歳 妹）

２．認知症の症状がどのようなものか分か
るようになった。姉の表情に変化が見えて
きたことが嬉しかった。（79歳 妹）

３．介護者側でなく、本人の視点で見つめることのできる
アセスメントであり、本人の意思、意向等をしっかりとらえ
ることができ、将来の介護のあり方にも改めて気づく機会
になり、非常に良いプランを作成できた。（20歳 家族）

４．家族がケアマネジャーさんやスタッフ
の方達と話し合う機会が持てた事がとて
も良かったです。（60歳 娘）

５．おばあちゃんの状態がより詳しく把握する事ができ
て嬉しいです。（53歳 嫁）

６．母をより深く理解する良い機会になったと思います。そしてその結果、今ま
では現状維持で良いと思っていましたが、色々な角度からアプローチし、より良
い環境を探し、創ろうと思うようになりました。（49歳 娘）

７．本人（入居者、妻）の自立心を高めることを主眼、目標に
介護してもらい、現在おどろく程自分自身で身の回りの事がで
きるようになり感謝しております。（76歳 夫）

８．施設のケアの方法や考え方などを伺う機会が多くなり、かかわり方を学ぶ
ことができ、信頼感も増しました。又、母が意欲的になっているのが何よりうれ
しく思います。（55歳 娘）

９．自分自身いろんな事に関心を持つことができた。気持ちを明
るく考えるようになった。（56歳 娘）

１０．本人の伝えたいことを私の思い込みがあったため、よく理解してあげられなかったことがよ
くわかりました。又、本人に生きがいが何かあることを知って私の心も目がさめました。私も前を見
て一緒に歩いていくことが一番良い介護につながるのでは、と考えるようになりましたことをお礼
申し上げます。（84歳 不明）

１１．認知症に対しての理解を誤認して捉えられていた為、不穏症状が生じた時スタッフ全員が身構えると
いう精神症状に陥った事が、認知症の者に以心伝心として伝わり、不安に陥ったり、その雰囲気を異常と捉
えた為に症状を増幅させていると感じていたが、センター方式をとおして認知症に対する取り組み方を変え
て頂くようになってから、本人は落ち着いている様に見受けられます。ぜひ、どこの施設でもこの取り組みに
参加してもらい、手のかかる邪魔者を排除する傾向に歯止めをかけていただきたいです。（53歳 娘 ）

１２．プロとしてのスタッフの
方々に対して、こちらから意見・
要望を述べるのは心苦しく思い
ますが、シートを通して伝えること
ができました。（68歳 妻）

１３．センター方式を通し
て本人が以前にもどり、意
思表示ができるようになり
大変良かったと思います。
（63歳 親族）

ご本人が施設に
入所中

１４．これを機に、少しでも認知症の事を
多くの人に理解して頂き、また介護する側の
相談・意見などを十分に受け入れて頂き、な
おかつ本人の気持ちを理解して介護に取り
組んでいただける施設が増える事を希望す
る。（48歳 不明）

８．こちらの介護ばかりでなく、本人が何をしようとしているのか汲み取ら
なければということが理解できた。腹を立ててはいけない、わかっている
けど、つい、本人を怒ってしまっていることに気づいた。（77歳 妻）

在宅でご家族が
介護中

１．センター方式でケアマネージャー、デイサービス、ショート
ステイと三者が連絡するようになり、本人の事を充分理解して
いただけると思い、安心できるようになった。（74歳 妻）

２．ケアマネジャーやサービス担当者の方々が家族以上によく観察し配慮していた
だいていることを知り、ありがたく思っています。（77歳 妻）

３．本人や家族の状況や希望をケアマネジャーや事業者に一定の書式で伝え記録すること
は現況の認識、ひいては介護の質を高めるのに良い方法だと思いました。（68歳 妻）

１３．私が文書を作成して行く時に母の小さなころの生い立ちを叔母達から聞いたり、本
人から要望をきいたりしてゆく中で、より母のことを知ることができ、少し気持ちに幅ができた
ような気がします。（48歳 母）

６．現状・将来について検討でき、よい
対応を探る機会となった。（62歳 娘）

５．認知症の状態を客観的に見ら
れ、くい違いなど埋め合わせができ
た。（42歳 息子）

７．今まで抱えていた不安など心の負担が軽減され、また皆様の配慮を心強く
感じました。これからも介護という長い道のりを歩んでいきますが、明かりを照ら
していただいた気持ちです。（38歳 娘）

４．義母のここ２、３年の変化について、改めて確認できました。その上で本人の身に
なり、しっかりした介護ができればよいなと考えさせられました。（52歳 嫁）

９．認知症についての理解が更に深まりました。認知症になっても残された能力はたくさん
あるので、その人らしく生きるにはどうしたら良いかなど考える機会になりました。（57歳 嫁）

１１．もうイヤ、辛い、大変と思いますが、
実はそのことが起きる状況の中に、本人の
力が残されているのだと気づきました。
（57歳 嫁）

１２．義母本人の様子を静かに見守ってあげたり、どう
思っているのか？など場面場面でひと呼吸おけるようにな
りました。また100点満点ではなく、テゲテゲ（だいたい）で
もいいか？と余裕がでてきました。（53歳 嫁）

１０．本人に対してどのようにしてあげたらよいのか（してあげる事がよいのか）をとて
も考えさせられた。（年齢不明 娘）

センター方式を使ってみたご家族の声


